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はじめに １  公
こうきょうこうつう

共交通って？

宇
う き し

城市の路
ろ

線
せん

バス

バスターミナル

　みなさんはバスに乗
の

ったことはありますか？
　家

か

族
ぞく

とのおでかけは車
くるま

が多
おお

く、一
いち

度
ど

もバスに乗
の

ったことがない
という人

ひと

もいるのではないでしょうか。
　
　今

こん

後
ご

、バスなどの公
こうきょうこうつう

共交通があるのが当
あ

たり前
まえ

ではなくなるか
もしれません。

　現
げんじょう

状を知
し

ることはとても大
だい

事
じ

なことです。
　これを読

よ

んで公
こうきょうこうつう

共交通に乗
の

る、詳
くわ

しく学
まな

んで考
かんが

えるきっかけに
してほしいと思

おも

います。

　私
わたし

たちは移
い

動
どう

するとき、様
さまざま

々な方
ほうほう

法で移
い

動
どう

します。
　その中

なか

でも電
でんしゃ

車、バスなど、
決
き

められた料
りょうきん

金を支
し

払
はら

うこと
で、誰

だれ

でも利
り

用
よう

できる乗
の

り物
もの

を公
こうきょうこうつう

共交通と言
い

います。
　車

くるま

が運
うんてん

転できないお年
とし

寄
よ

り
や学

がくせい

生の移
い

動
どう

になくてはなら
ない交

こうつうしゅだん

通手段で、社
しゃかい

会の中
なか

で
重
じゅうよう

要な役
やくわり

割を果
は

たしています。
　車

くるま

より一
いち

度
ど

に多
おお

くの人
ひと

を運
はこ

ぶことができます。

九
きゅうしゅう

州産
さんこう

交バス株
かぶしきがいしゃ

式会社　
産
さんこう

交バス株
かぶしきがいしゃ

式会社　　　
熊
くまもと

本バス株
かぶしきがいしゃ

式会社      
　
三
み

角
すみ

産
さんこう

交（産
さんこう

交バス三
み

角
すみ

営
えいぎょうしょ

業所）
松
まつばせ

橋産
さんこう

交（九
きゅうしゅう

州産
さんこう

交バス松
まつばせ

橋営
えいぎょうしょ

業所）

・産
さんこう

交バス ・熊
くまもと

本バス

❶ ❷



２  公
こうきょうこうつう

共交通がなくなってしまったら…

　便
べん

利
り

な公
こうきょうこうつう

共交通ですが、人
じんこう

口減
げんしょう

少や自
じ か

家用
よう

車
しゃ

の普
ふきゅう

及、最
さいきん

近では
新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせん

染症
しょう

による行
こうどうせいげん

動制限等
とう

の影
えいきょう

響もあり、利
り

用
よう

者
しゃ

は年
ねんねん

々減
げんしょう

少し、危
き き

機的
てき

な状
じょうきょう

況になっています。利
り

用
よう

者
しゃ

が減
へ

ると、
公
こうきょうこうつう

共交通事
じぎょうしゃ

業者は赤
あか

字
じ

が大
おお

きくなり、運
うんこう

行を続
つづ

けることが難
むずか

しく
なります。
　特

とく

に路
ろ

線
せん

バスは、市
し

が補
ほ じ ょ

助金
きん

（税
ぜいきん

金）で赤
あか

字
じ

の一
いち

部
ぶ

を負
ふ

担
たん

して
います。社

しゃかい

会の中
なか

でも重
じゅうよう

要な役
やくわり

割を担
にな

っている公
こうきょうこうつう

共交通を維
い じ

持す
るためです。利

り

用
よう

者
しゃ

の減
げんしょう

少により、補
ほ じ ょ

助金
きん

の額
がく

は年
ねんねん

々増
ふ

えています。
　このままでは、バスの便

びんすう

数が減
へ

ったり、無
な

くなったりすること
につながってしまいます。

　車
くるま

が運
うんてん

転できないお年
とし

寄
よ

りや学
がくせい

生など必
ひつよう

要な人
ひと

が利
り

用
よう

でき
なくなり、不

ふ

便
べん

になってしまいます。

　公
こうきょうこうつう

共交通を利
り

用
よう

すると様
さまざま

々なメリットがあります。

　何
なに

よりみんなで公
こうきょうこうつう

共交通を守
まも

ることができます。

　道
どう

路
ろ

を走
はし

る車
くるま

の数
かず

が減
へ

るため、交
こうつうじゅうたい

通渋滞が
少
すく

なくなります。

SDGs につながるよ！

　駅
えき

やバス停
てい

まで歩
ある

いて移
い

動
どう

するので、日
ひ

頃
ごろ

の運
うんどう

動量
りょう

が増
ふ

え、健
けんこうぞうしん

康増進につながります。

　車
くるま

の購
こうにゅう

入や維
い じ

持費
ひ

用
よう

より、公
こうきょうこうつう

共交通利
り

用
よう

料
りょう

金
きん

の方
ほう

が安
やす

くなる事
こと

が多
おお

いです。

　バスを使
つか

ったノーマイカー通
つうきん

勤で、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）の排
はいしゅつりょう

出量を削
さくげん

減できます。（週
しゅう

５日
にち

往
おうふく

復 30km の車
くるま

の運
うんてん

転をやめた場
ば

合
あい

、
年
ねんかん

間約
やく

520kg の CO2 の削
さくげん

減）

公
こうきょうこうつう

共交通がなくなると…

交
こうつうじゅうたい

通渋滞が減
へ

る

みんなが公
こうきょうこうつう

共交通を使
つか

えば…

環
かんきょう

境に優
やさ

しい

財
さい

布
ふ

に優
やさ

しい

健
けんこう

康にいい

３  公
こうきょうこうつう

共交通に乗
の

ろう
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バスの乗
の

り方
かた

   整
せい

 理
り

 券
けん

バスの乗
の

り方
かた

   ICカード

① バス停
てい

でバスの到
とうちゃく

着を待
ま

つ。
① バス停

てい

でバスの到
とうちゃく

着を待
ま

つ。

（ICカードは事
じ

前
ぜん

に購
こうにゅう

入・入
にゅうきん

金の必
ひつよう

要があります）

各
かくしゃ

社ホームページ （時
じ

刻
こく

表
ひょう

運
うんちん

賃検
けんさく

索）

③ 目
もくてき

的地
ち

のバス停
てい

が放
ほうそう

送されたら降
こうしゃ

車ボタンを押
お

す。

② バスが到
とうちゃく

着したら乗
の

り口
ぐち

から乗
の

り、カードリーダーに
 　IC カードをタッチする。

④ 到
とうちゃく

着したら運
うんちん

賃箱
ばこ

側
がわ

のカードリーダーに IC カードを
　 タッチしてバスから降

お

りる。

九
きゅうしゅう
州産

さんこう
交バス

産
さんこう
交バス HP

熊
くまもと
本バス HP

③ 目
もくてき

的地
ち

のバス停
てい

が放
ほうそう

送されたら降
こうしゃ

車ボタンを押
お

す。

④ 整
せい

理
り

券
けん

の番
ばんごう

号を確
かくにん

認し、前
ぜんぽう

方の運
うんちん

賃表
ひょう

で運
うんちん

賃を確
かくにん

認する。

⑤ 到
とうちゃく

着したら運
うんちん

賃箱
ばこ

に整
せい

理
り

券
けん

とお金
かね

を入
い

れてバスから降
お

りる。

ドアが２つあるバスは、後
うし

ろから乗
の

って前
まえ

から降
お

ります。

乗
の

り口
ぐち

（入
いりぐち

口）
降
お

り口
ぐち

（出
で

口
ぐち

）

② バスが到
とうちゃく

着したら乗
の

り口
ぐち

から乗
の

り、整
せい

理
り

券
けん

を取
と

る。

❺ ❻


